












This paper analyzes assessing competence to concent to treatment. It focuses on problems
 
of mental inconpetency and cases for informedcosent-rule. Finally, it discusses the degree of
 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































356 前 田 泰
入院に同意能力が必要であることを前提として、任意入院における同意能力を検討する（ただし、一般的な医療同意
における同意能力と同内容になるようである）。なお、任意入院に際しては本人の同意書だけではなく、万一の法的紛
争に備えて保護者の同意書も併せてとることが望ましいとされていた。旧精神衛生法下の自由入院（現在の任意入院）
に関する公衆衛生法規研究会編『精神衛生法詳解』98頁（1985年）。）
３ 東京地判昭和48年８月17日判例時報740号79頁は、旧精神衛生法下の同意入院（現在の医療保護入院）の法形式を、
旧保護義務者（現在の保護者）を要約者とし病院開設者を諾約者とする第三者のためにする契約と構成し（民法537条）、
しかし、精神障害者本人に意思能力がないことを前提として、本人の受益の意思表示を要せずに効力が生じる特殊な
契約であると解している。
４ 入院の必要性は精神保健指定医が判断する。その判定内容・基準については、西山詮『精神保健法の鑑定と審査――指
定医のための理論と実際（改訂版）』64頁以下（新興医学出版、1991年）参照。
５ 大谷・前記注（２）113頁に賛成する。
６ Steadmann H.J.「危険性の予測」精神神経学雑誌90巻３号254頁（1988年）、宮里勝政「他害と暴力行為の診断学」
季刊精神科診断学３巻３号317頁（1992年）、西山・前記注（４）所掲70頁以下等参照。医師のみならず精神障害者の
保護者もかつては自傷他害を防止する義務を課せられていた。このために生じていた問題および現行法では保護者の
監督責任が問題にならないことにつき、前田泰『民事精神鑑定と成年後見法』174頁以下（日本評論社、2000年）参照。
７ 寺沢知子「未成年者への医療行為と承諾（１）――『代諾』構成の再検討」民商法雑誌106巻５号655頁、「同（３完）」
107巻１号56頁（いずれも1992年））
８ 前田泰「意思能力について」松下正明ほか編『民事法と精神医学』27頁（中山書店、2005年）参照。
９ 新美育文「患者の同意能力」加藤一郎先生古希記念論集『現代社会と民法学の動向（上）』418頁および440頁（有斐
閣、1992年）。
10 例えば、「特集 精神科領域におけるインフォームド・コンセント」精神医学34巻12号（1992年）、熊倉伸宏『臨床人
間学――インフォームド・コンセントと精神障害』（新興医学出版社、1994年）等参照。
11 例えば、我妻洋「『癌』はなぜ『禁句」なのか」唄孝一編『医療と人権』67頁（中央法規出版、1985年）参照。
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